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研究成果の概要（和文）：日本ではケータイの大衆的普及が早かっただけに、モバイル・メディアについての研
究が活発で、いわば「ケータイ学」という独自的かつ先駆的な探求領域が開拓されている。本研究は、その成果
を継承しつつ、片方では限界と課題を乗り越える試みだった。その成果は、①文化人類学的かつ実践的アプロー
チを用いた新しい方法論の検証　②文化的実践としてのモバイル・メディアのあり方に関する知見という二つに
大別できる。
具体的には博士論文と単著本２冊を含め、書籍や論文など13本（2017年出版予定を包含）の出版物を出した。和
文（5件）だけでなく、英語（6件）、韓国語（2本）で出版し、国際的影響力を高めたことも評価に値する。

研究成果の概要（英文）：This interdisciplinary research seeks to explore practices and challenges in
 thinking mobile media as a cultural and creative craft through the entanglement between technology,
 performance and storytelling. Drawing from practical ethnography delineated from cultural 
anthropological expertise, this research provides various scenarios of different layers of mobile 
media in everyday uses and performance, from challenging methodology such as oral discourse 
analysis, auto-ethnography and performance ethnography. During research period (2013-2016), one 
doctoral dissertation, two single-authored books, thirteen papers (academic journal and scholarly 
book) were published, majority of which were published in foreign languages (English and Korean). 

研究分野：メディア論
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１．研究開始当初の背景 
日本はケータイと無線インターネットの大

衆的普及が早かっただけに、モバイル・メデ

ィアのメディア論的変容と社会的影響につ

いての研究が活発に進められ、いわば「ケー

タイ学」と呼ぶべき、独自的かつ先駆的な探

求領域を開拓してきた。一方、2010 年代に、

世界的にモバイル・メディアの普及が著しい

中、海外では「モバイル研究mobile	studies」

が新しい研究分野として浮上した。	

	 同じくモバイル・メディアという対象を取

り扱っているものの、両領域の間に協力的体

制は整えておらず、知見の共有と人的交流が

少ない現状だった。	

 
２．研究の目的 
本研究は、モバイル・メディア文化を探求す

ることを通じて、日本の「ケータイ学」と海

外のモバイル研究を架橋しつつ、成熟したモ

バイル社会を育てられる知見を見出すこと

を目的にした。	

	 「ケータイ学」はそもそも一つの学問領域

に限らず、情報社会学、メディア論、歴史文

化学などのアプローチを組み合わせた学際

的探求として高い意義を持つ。本研究は、そ

うした学際的な試みを実践的メディア論と

して位置付け、メディア文化に関わる領域と

して再評価し、モバイル・メディア社会を実

践的に切り拓く展望を見出すことを目的に

設定した。	

	

３．研究の方法 
(1) 文化人類学とメディア論を架橋する：モ

バイル・メディアの日常性に取り組む	

生活に欠かせない存在となったモバイル・メ

ディアは、その日常性のゆえに、厄介な研究

対象である。モバイル・メディアに触れ合う

行為が普通になりすぎて、意識と記憶から遠

ざかってしまったからだ。このように「自明

な出来事」となったモバイル・メディアのあ

り方を捕まえるため、文化人類学的な方法論

を生かし、その日常性に迫った。	

	

(2) 過去と未来を架橋する：モバイル・メデ

ィアの実践史に取り組む	

情報通信技術の進展によって導かれてきた

だけに、モバイル・メディアの研究領域では、

技術中心的な見方が強く、メディアに関わる

主体の自主的、創造的な関わり方についての

視点は乏しい。本研究は、モバイル・メディ

アの実践史という枠組みを通じて、技術中心

的な視点の限界を乗り越えることに試みた。	

	

(3) 地域と地域を架橋する：ケータイの比較

文化論に取り組む	

モバイル・メディアはパーソナルな現象であ

ると同時に、グローバルな現象でもある。本

研究は、フィンランド、韓国など、モバイル・

メディアの普及が早く、著しい影響が見られ

る、日本以外の地域との比較考察を通して、

「ケータイ学」の地平をさらに広げることに

試みた。	

	

４．研究成果	

（１）モバイル・メディアを研究する新しい

方法論の検証：本研究を通じて、モバイル・

メディアの文化的あり方を探求、記述するた

めの方法論を検証し、実践的かつ解釈的方法

論として位置付けた(金	2014)。具体的には	

①パフォーマンス・エスノグラフィー

（performance	ethnography,	Turner	1987）

のモバイル研究への援用可能性の検証	 ②	

自己記述（auto-ethnography,	Denzin	2003）

の再帰的モバイル研究法としての可能性	③	

ワークショップ技法を生かした実践的モバ

イル研究（水越	2007）の可能性と課題、と

いう三つのアプローチについての成果が出

された。方法論の検証は、本研究を通して見

出された視点とアプローチを持続していく

ための基盤として重要なのだと考えられる。	



（２）文化的実践としてのモバイル・メディ

アに関わる知見：主にメディア考古学

(Huhtamo	&	Parikka)的なアプローチを通し

てモバイル・メディアの文化的原型を記述し、

技術決定論的視点が強い、既存情報社会学の

限界を乗り越える成果を多々見出した。	

	

（３）国内外影響力の強化および海外との協

力体制の構築：多岐にわたるモバイル・メデ

ィアのあり方を探るプロジェクトであった

だけに、メディア論、文化人類学、社会情報

学を架橋する学際的な研究成果が見出され

た。博士論文	1 件のほか、単著本を含む書籍

や論文など 13 件（2017 年出版予定を包含）

の出版物を出した。和文（6 件）だけでなく、

英語（6 件）、韓国語（2 本）で出版し、国際

的影響力を高めたのは評価に値する。そのほ

か、4 年間 15 回にわたって国際学会や学術会

議で発表の機会を設け、積極的に研究成果を

共有した。とくに、フィンランド、オースト

ラリア、韓国など、モバイル研究分野で先進

的な業績を出している地域の研究者との交

流を通じて、人的ネットワークを構築し、今

後の協力基盤を築いた。	
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